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ご
挨
拶

宮
司

稲
葉

喜
代
子

令
和
七
年
の
夏
は
炎
威
の
日
々
の
影

響
に
よ
り
、
楓
の
木
の
紅
葉
は
い
つ
も

よ
り
遅
く
、
十
一
月
中
旬
頃
よ
り
色
づ

き
始
め
る
境
内
に
、
参
拝
者
が
お
守
り
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胴囲

と
莱
に
と
楓
の
葉
拾
う
姿
あ
り
。

当
宮
で
は
、
龍
神
様
の
ご
出
現
が
、

令
和
五
年
よ
り
話
題
と
な
り
配
信
さ
れ

大
勢
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
い
た
だ
き
目

に
は
見
え
な
い
お
姿
が
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
捉
え
映
し
出
さ
れ
て
参
拝
者
皆

様
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
感
想
を
配
信
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
は
、
ど
う
す
る
家
康
の
大

河
ド
ラ
マ
放
映
に
伴
い
、
限
定
朱
印
授

与
が
北
か
ら
南
か
ら
と
大
変
な
好
評
を

い
た
だ
き
、
七
年
の
年
も
次
々
と
龍
神

様
ご
出
現
に
際
し
、
龍
神
・
葵
版
の
限

定
朱
印
授
与
に
現
在
も
大
勢
の
ご
参
拝

を
い
た
だ
き
、
良
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

当
宮
に
於
き
ま
し
て
は
、
い
よ
い
よ

令
和
九
年
四
月
に
は
日
光
東
照
宮
殿
よ

り
御
分
霊
鎮
座
五
十
年
祭
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

今
日
ま
で
、
お
支
え
い
た
だ
き
ま
し

た
、
歴
代
会
長
・
役
員
・
敬
神
婦
人

会
・
多
く
の
崇
敬
者
の
皆
様
の
熱
心
な

る
ご
崇
敬
と
ご
奉
仕
と
お
力
添
え
を
頂

き
ま
し
た
こ
と
に
、
感
謝
と
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

何
卒
、
御
崇
敬
者
各
位
の
お
力
添
え

を
更
に
賜
り
ま
し
て
、
御
造
営
記
念
車

業
を
遂
行
出
来
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
日
光
東
照
宮
殿
よ
り
御
分

霊
鎮
座
斎
行
を
昭
和
五
十
二
年
四
月
十

六
日
浄
晴
の
中
、
御
奉
仕
い
た
だ
き
ま

し
て
よ
り
、
令
和
九
年
に
五
十
年
祭
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
日
ま
で
賜
り
ま
し
た
ご
神
意
・
ご

高
配
ご
鞭
撞
お
支
え
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
は
当
宮
の
誉
と
強
固
な
糧
と
な
り
、

感
謝
を
代
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ
と

を
願
い
な
が
ら
こ
こ
に
日
光
東
照
宮
殿

要
害
-
I
l

は
も
と
よ
り
、
現
宮
司
稲
葉
久
雄
殿
の
絶

大
な
る
ご
尽
力
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共

に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
和
九
年
に
日
光
東
照
宮
殿
よ
り
御
分
霊
鎮
座
五
十
年
祭
を
迎
え
る
御
造
営

含
和
の
記
念
事
業
計
画
の
遂
行
報
告

第
一
期
工
事

第
二
期
工
事

第
三
期
工
事

神
殿
の
床
改
築
・
授
与
所

兼

社
務
所
老
朽
化
改
築
・

付
帯
工
事
等

ト
イ
レ
・
(
及
び
多
目
的
ト
イ
レ
)

既
存
建
物
の
改
築

森
林
伐
採

井
戸
水
̃
水
道
に
切
り
替
え
・
膜
場
改
築
(
風
呂
場
)

会
館
及
び
社
宅

白
蟻
駆
除

エ
ア
コ
ン
二
台
購
入

(
三
十
年
経
過
不
具
合
の
為
)

事
務
機
入
替
・
会
館
玄
関
前
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
・

配
線

※

但
し

第
一
期
の

神
殿
の
床
工
事
が

未
着
手
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日
光
東
照
宮
殿
よ
り
御
分
霊
鎮
座
祭
に
至
る
ま
で
の
由
緒

昭
和
納
車
7
月
7
日
午
前
2
晴

天
御
中
主
大
神
天
降
り
突
如
、
坂
野

つ
な
へ

(
創
始
者
)

名
古
屋
の
地
に

て
、
神
懸
す
る
。

天
照
坐
皇
大
神
と
ご
相
談
さ
れ
日
光

東
照
宮
御
祭
神
徳
川
家
康
公
に
白
羽

の
矢
が
立
つ
。

天
御
中
主
大
神
、
家
康
公
に
老
川
へ

行
く
事
を
告
げ
ら
れ
る
、
大
層
悩
ま

れ
る
が
そ
れ
じ
ゃ
行
き
ま
し
ょ
う
と
、

申
さ
れ
た

〃

7
月
1
 
3
日
夕
刻

生
誕
地
三
重
県
名
賀
郡
青
山
町
老
川

へ
帰
る
そ
の
夜

〃

7
月
1
 
4
日
午
前
2
時

束
照
大
権
現

(
徳
川
家
康
公
)

啓
示

に
よ
り
、
光
り
輝
く
中
降
臨
。

〃

7
月
3
1
日

日
光
へ
行
け
と
の
啓
示
有
り
、
午
前

8
時
に
老
川
を
出
発
と
の
啓
示
、
生

ま
れ
て
初
め
て
日
光
東
照
宮
へ
参
拝
。

現
宮
司
稲
葉
久
雄
氏
と
最
初
に
出
会

う
、
今
日
ま
で
の
神
事
を
話
し
祈
祷

を
受
け
る
。

〃

8
月
よ
り

実
家
に
て
教
義
を
広
め
る
。
兵
庫
県

在
住
の
従
弟
藤
原
明
氏
よ
り
住
居
奉

献
の
話
し
有
り

ク

9
月
よ
り

最
初
の
住
ま
い
を
奉
献
受
け
、
工
事

が
始
ま
る
。

々

1
2
月

荒
壁
の
状
態
で
、
住
ま
い
し
、
教
義

を
始
め
、
完
成
は
年
明
け
て
4
5
年

昭
和
他
年
4
月
1
 
7
日

初
め
て
日
光
東
照
宮
よ
り
特
使
を
お

迎
え
し
、
例
祭
を
盛
大
に
斎
行
。

昭
和
5
0
毎

夏

信
者
の
中
か
ら
神
殿
の
建
立
を
と
の

声
有
り
、
住
居
よ
り
5
0
0
メ
ー
ト

ル
束
の
段
々
稲
田
の
土
地
が
授
か
り

境
内
地
の
造
成
に
入
る
。

〃

歌

道
成
さ
れ
た
境
内
地
に
、
三
尺
四
方

の
仮
神
殿
を
建
て
お
祀
す
る
。

ク

冬

信
者
よ
り
木
の
調
達
設
置
工
事
の
奉

仕
作
業
に
よ
り
、
見
事
な
木
の
大
鳥

居
が
奉
献
さ
れ
る
。

ク

4
月
1
7
日

新
境
内
に
天
幕
を
張
っ
て
日
光
東
照

宮
よ
り
特
使
稲
葉
久
雄
氏

(
当
時
部

長
)

随
員

青
山
隆
生
民
、
奉
仕
に
よ
り
例
祭
が

盛
大
に
斎
行
さ
れ
る
。

ク

4
月
1
8
日

稲
葉
久
雄
氏
帰
省
の
際
、
伊
州
老
川

東
照
大
権
現
の
社
名
を
伊
賀
東
照
宮

と
命
名
。
(
社
名
の
誕
生
)

々

4
月

例
祭
斎
行
後
、
信
者
よ
り
神
殿
建
設

委
員
会
発
足
、
次
々
に
浄
財
が
奉
献

さ
れ
る
。

昭
和
卯
年
9
月
8
日

神
殿
工
事
着
工

〃

1
0
月

神
殿
上
棟
祭

昭
和
5
2
年
3
月

神
殿
並
び
に
手
水
舎
完
工

崇
敬
者
奉
献

ク

4
月
1
 
6
日

日
光
東
照
宮
よ
り
御
分
霊
鎮
座
祭

午
後
7
時
浄
晴
の
中
社
宅
よ
り
新
神

殿
へ
遷
御

〃

4
月
1
 
7
日

神
殿
竣
工
奉
告
祭
・
御
分
霊
鎮
座
奉

告
祭
・
例
祭
・
あ
わ
せ
て
盛
大
且
厳

粛
に
斎
行

昭
和
5
4
年
6
月
1
 
5
日

宗
教
法
人
法
に
依
る
三
重
県
知
事
の

認
証
受
け
る

(
名
義
代
表
役
員
当
時

祭
主
創
始
者
)

以
上

【
由
緒
は
こ
れ
よ
り
現
在
ま
で
続
き
ま
す
】

(
注
)

御
分
霊
鎮
座
ま
で
に
八
年
間
を

要
す
る
そ
の
間
、
数
多
の
人
達
に
随

神
教
義
の
道
を
広
め
ら
れ
、
そ
の
後

も
神
上
が
り
ま
す
そ
の
日
ま
で
生
涯

神
明
奉
仕
に
邁
進
さ
れ
た
。

そ
の
後
数
多
の
崇
敬
者
の
浄
財
に
て

顕
彰
碑
が
平
成
2
9
年
3
月
に
建
立
さ

れ
た
。

菜
館
回
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
へ

向
け
て
諸
祭
事
始
ま
り

四
季
折
々
め
ぐ
る
季
節
の
中
で
、

毎
年
神
社
の
お
ま
つ
り
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
が
、
中
に
は
式
年
と
い
う
一

定
の
年
を
定
め
、
続
け
ら
れ
て
き
た

お
祭
り
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
伊
勢
の
式
年
遷
宮
が
令
和
6

年
4
月
8
日
に
天
皇
陛
下
の
御
聴
許

を
賜
り
、
令
和
1
 
5
年
秋
に
執
り
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
1
 
5
年
に
神
さ
ま
が
新
宮
に
遷

ら
れ
る

「
遷
御
」

を
迎
え
る
ま
で
、

神
社
関
係
者
を
始
め
数
多
の
国
民
が

ご
奉
賛
の
ま
ご
こ
ろ
を
寄
せ
第
6
3
回

御
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
よ
う
願

い
、
日
々
つ
と
め
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

尚
、
7
年
6
月
に
御
樋
代
木
奉
曳

式
に
、
支
部
0
0
名
が
参
加
。
皆
が
身

が
引
き
締
ま
る
と
と
も
に
有
難
い
ご

奉
仕
で
し
た
。
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夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

当
宮
の
舞
姫
姉
妹
・
い
と
こ
3
名

祭
儀
に
一
年
生
よ
り
御
奉
仕

伊
賀
市
立
青
山
小
学
校
に
通
う
姉
妹
と
い
と
こ
の
3
人
が
、
舞

と
レ
ス
リ
ン
グ
と
い
う
異
な
る
舞
台
で
輝
い
て
い
る
。
伊
賀
東
照

宮

(
同
市
老
川
)

で
は
神
事
の
舞
姫
を
務
め
、
レ
ス
リ
ン
グ
で
は

全
国
大
会
で
そ
ろ
っ
て
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

れ
思
い
を
語
る
。
舞
と
レ
ス
リ
ン
グ
の
二

つ
の
舞
台
で
磨
い
た
体
と
心
で
、
3
人
は

前
へ
進
む
。

3
人
は
、
5
年
生
の
村
川
麻
生
さ
ん

(
1
 
0
)
、
3
年
生
で
妹
の
星
月
さ
ん

(
9
)

と
い
と
こ
の
岩
橋
ユ
リ
ア
さ
ん

(
8
)

で
、

い
ず
れ
も
同
市
桐
ヶ
丘
在
住
。
姉
妹
は
2

年
半
前
か
ら
、
ユ
リ
ア
さ
ん
は
1
年
半
前

か
ら
レ
ス
リ
ン
グ
に
挑
ん
で
い
る
。

村
川
さ
ん
姉
妹
の
挑
戦
は

「
強
く
な
り
た
い
」

「
筋
肉
を

つ
け
た
い
」

と
の
思
い
が
き
っ

か
け
で
、
2
人
の
背
中
に
憧
れ

診

て
ユ
リ
ア
さ
ん
も
続
い
た
。

通
う
の
は
、
五
輪
3
連
覇
の
吉
田
沙
保

里
さ
ん
の
実
家
が
運
営
す
る
「
一
志
ジ
ュ

ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
」

(
津
市
)
。
1

日
2
時
間
、
ほ
ぼ
毎
日
練
習
を
重
ね
る
。

得
意
技
は
麻
生
さ
ん
が

「
首
投
げ
」
、
星

月
さ
ん
が

「
が
ぶ
り
」
、
ユ
リ
ア
さ
ん
が

「
タ
ッ
ク
ル
」
と
三
者
三
様
だ
。
大
会
前

は
、
体
重
管
理
に
も
気
を
配
っ
て
い
る
。

麻
生
さ
ん
は
今
年
1
月
、
星
月
さ
ん
と

ユ
リ
ア
さ
ん
は
7
月
の
全
国
大
会
で
3
位

入
り
。
「
う
れ
し
い
け
ど
、
次
は
優
勝
し

た
い
」

と
、
3
人
の
視
線
は
既
に
次
の
舞

台
を
と
ら
え
て
い
る
。
試
合
後
に
は
互
い

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
合
い
、
勝
利
へ
の

道
を
探
る
。

3
人
の
目
標
は
全
国
優
勝
し
、
そ
し
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
。
憧

れ
る
の
は
吉
田
さ
ん
と
、
パ
リ
五
輪
金

メ
ダ
リ
ス
ト
の
藤
波
朱
理
さ
ん
、
世
界

選
手
権
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
村
山

春
菜
さ
ん
だ
。

一
方
で
、
2
人
は
伊
賀
東
照
宮
の
舞

姫
も
務
め
る
。
華
や
か
な
着
物
に
花
飾

り
を
つ
け
、
扇
や
鈴
を
手
に
約
1
 
5
分
間

舞
う
姿
は
、
参
拝
者
を
魅
了
す
る
。
奉

納
は
年
4
回
で
、
次
は
1
0
月
1
7
日

(
金
)

の
新
穀
感
謝
祭
に
臨
む
。

最
初
は
緊
張
し
た
舞
も
、
今
で
は

「
楽
し
い
」

と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

人
前
で
堂
々
と
披
露
す
る
舞
は
、
レ
ス

リ
ン
グ
で
鍛
え
た
強
い
足
腰
が
支
え
て

い
る
。

将
来
の
夢
は
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
先
生
、

警
察
官
、
救
急
救
命
士
な
ど
、
そ
れ
ぞ

写真は左から星月さん、ユリアさん、麻生さん。

(この記事は伊賀タウン情報ユー 2025年9月27日 Voi.9009月後半号より転載させて頂きました。 )
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七色の龍神様
当官に ご参拝の方が撮影されました 七色の光をまとった 龍神様で

日本の文化や伝統において 神秘的で 特別の意味を持つ存在!!と言われており

虹の美しさは エネルギーの流れを象徴し

精神的な 成長 変化 調和 変容 悟り

もたらす!と信じられており…

五龍神(青龍 赤龍 白龍 黒龍

金龍)の五龍神の力を統合し 商業

的な成功や 金運 健康 目標達成

恋愛運 その力強い存在は 運気を

高め人生を豊かにする!!と言われて

います…

特に日本では(東の青龍) (南の赤

龍) (西の白龍) (北の黒龍) (中央の

金龍)と言う配置 方位や 様々な

ご利益をもたらす とされています

天と地とを結び付ける存在とされています

幸運 豊かさ 守護 そして願望の実現を

龍神限定御朱印授与

9 You丁ube配信中!

伊賀東嬰宮

伊賀東嬰宮
〒518-0219 三重県伊賀市老川1103-2

TEしO5q5-55-2512 FAX O5q5-55-2q18

http:〃www.iga-tOuShougu.com/

昭
和
五
十
二
年
四
月
に
日
光
東
照
宮
殿

よ
り
御
分
霊
鎮
座
斎
行
を
浄
晴
の
中
御
奉

仕
い
た
だ
き
ま
し
て
よ
り
、
令
和
九
年
に

五
十
年
祭
を
控
え
て
、
今
日
ま
で
賜
り
ま

し
た
ご
神
意

ご
厚
配
ご
鞭
撞

お
支
え

い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
事
は
、
当
宮

の
誉
と
な
り
代
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ

と
を
願
い
な
が
ら
こ
こ
に
、
日
光
東
照
宮

宮
司

稲
葉
久
雄
殿
に
深
甚
な
る
敬
意
を

表
し
ま
す
と
共
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。


